
静かで 安全な まちに 1
私たち厚木基地周辺住民は、原子力空

母が横須賀に入出港するたびに、米軍機
による耐え難い騒音と墜落事故の危険に

さらされています。

加えて、オスプレイの厚木基地への度重

なる飛来や祠1練などで、市民の不安と負

担は増幅しています。安全保障関連法の

成立により、基地機能Iま強化されることが

予‐想されます。私たち神奈川ネッHよ、

・ 基地機能の縮小と住民負担の軽減
Ⅲ核兵器の廃絶
中国を超えた市民による安全保障

を推進するため、地域から市民アクショ

ンに取り組んでいます。

草の根運動ホームページより

米軍機の墜落事故など

●2016沖縄本島沖に攻撃機AV8ハリアー墜落

●2015オスル イ ハワイオアフ島に墜落(2人死亡)

●2013沖縄宜野座村に墜落(鉛、ヒ素の土壌汚染)

オスプレイ米ネバダ州で墜落炎上

●2012大和市上草柳に大型パネル落下

●2010オスプレイアフガニスタンで墜落(4人死亡)

●1992オスル イ試作機ポトマックに墜落(7人死亡)

●1977横浜市荏田町に墜落(3人死亡)

●1964町田市原町田に墜落(4人死亡)

大和市の舘野鉄工所に墜落 (5人死亡)

●1959沖縄の宮森小学校に激突(17人死亡)

誓天FBl基地のオスプレイ (読売新聞)

神奈川ネットワーク運動口大和の取組み

■ デモフライトを中止きせました

基地開放日のアクロ枷 行【ま、大きな騒音と墜落の危険がありました。神奈,IIネッ暉 施した 300人アンケートが発端になり
2002年にデモフライHま中止されました。

■ r次世代に戦争の調億をつなげる条例Jを議員提案で策定

平和の大切さを伝えるために戦時体験を継承することを目的に提案。大和市で最初の議員提案条楔です。条例制定後、小中学

校等への講 部の派遣や講議会、DVDでの記録保存が毎年実施されています。

■ アジアの安定をめざす平和拠点づくりを支援～WEショップ
WEショッ■ま、国を超えた民際支援″ ジアの安定につながると考え、リユースとり1角「クルの売上金を寄付しσ ジア市民の自立
支援を行なつています。大和市桜ケ丘のショップをはじめ 37の NPOが連携して神奈川県全域で活動をすすめています。

■ 市民参加の基地めぐリツ7-4実施
基地のあるまちの実態を知つてもらうため、2009年からほぼ毎年、厚本基地の外周を回るツアーを実施しています。


